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2 広報いいだ 2025.12

特集：飯田（ここ）で育ってよかった・育ててよかったと実感できるまちを目指して特集

プランの詳細はこちら▶

すべてのこども・若者が、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、将来にわたって幸せ
な状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実現に向けて、市では今年
２月に「飯田市こども若者まんなかプラン」を策定しました。飯田（ここ）で育ってよかった・育ててよかっ
たと実感できるまちを目指し、取り組みを進めています。

これまでの子育て応援プランは、妊娠、出産、子育てを
応援するための、大人を中心とした支援計画でした。新
しいプランでは、こどもが将来の夢に向かって学び育ち、
若者となって、このまちで希望するライフスタイルを実現
することができるように、やがて希望する家庭を築き、自
ら親として成長する中で、『飯田（ここ）で育って、育てて
よかった』と実感できるように、こどもや若者の声を聴き、

その視点をまん
なかに据えたま
ちづくりを目指
します。
生まれたこど

もが成長し、や
がて親として次
世代を育てる、

およそ４０年にわたる「人としての成長過程のトータル」
を、こども若者期として捉えます。昨年１０月には「こども・
若者の意識と生活に関する調査」を実施し、小中学生や
その保護者、１６歳から３９歳の方々から回答いただきま
した。ご協力ありがとうございました。今後もみなさんの
意見や思いをたくさん聴かせてください。

若者の声や新婚、子育て世代の暮らしをこども課Ｉｎｓｔａｇｒａｍで紹介しています。

飯田（ここ）で育ち、飯田（ここ）で育てる若者たちの活躍を、ぜひご覧ください。（取材希望も受付中！）

こどもを取り巻く環境が複雑化するなか、「飯田市こども若者まんなかプラン」の

実現には、家庭だけではなく地域や事業所、行政が協力し、地域社会全体でこども

や若者、子育てを尊ぶ環境づくりが大切です。

今回はそれぞれの立場で活躍する３人の方を紹介します。こどもを取り巻く環境、

地域の子育て事業についてみんなで関心を持ち、それぞれの立場で自分ができる

ことに取り組み、地域のこどもをみんなで育んでいきましょう。

市内の高校生を対象に、卒業後の飯田での暮らしや結婚・子育てをイメー
ジしてもらう授業「ライフデザインセミナー」に講師として参加しています。
パパママの声を聞いていると、目の前の子育てへの不安や悩みもあるので

すが、我が子の誕生に大きな感動を覚え、人生を豊かにしてくれたという深い
愛情を感じます。
子育てに対して「大変だ」「自分には無理だ」

などネガティブなイメージを持つ高校生もいると聞
きます。未来に子育てをするかもしれない高校生
のみなさんに、子育ては１人で頑張らなくていい。

行政や地域のさまざまな支援があり、困った時に支えたい人が大勢いるということを
伝えていきたいです。

子育てつどいの広場 「わいわいひろば」（飯田短期大学）

宮内 愛 さん

●赤ちゃんは思ったより重く、ずっと抱っこするのは大変だと思いました。
改めてお母さんの凄さを実感しました。
●１人で抱え込まず、いろいろな人と支え合って子育てしていきたいと思いました。
●パートナーと協力して子育てしたいと思ったし将来が楽しみになりました。

高校生の感想

★問い合わせ／こども課 子育て支援係　内線５３４６

ライフデザインセミナーの様子

男性育休取得者の話

妊婦体験

赤ちゃん抱っこ体験

子育ての楽しさや豊かさを伝えたい

飯田（ここ）
で育ってよか

った・

育ててよかっ
たと

実感できるま
ちを目指して

こども・若者まんなかの視点で進める

地域社会全体でこども・若者・子育てを尊ぶ環境をつくる

飯田市こども若者まんなかプランで大切にしたい２つのこと

みなさんの意見や思いをお聞きします
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特集：飯田（ここ）で育ってよかった・育ててよかったと実感できるまちを目指して

􀨸􀨸対象：小中学生
􀨸􀨸実施時間：８時３０分～１６時３０分
􀨸􀨸場所：久米８５８‒１０（旧さくら保育園久米分園）
􀨸􀨸費用：１日１人５００円
※実施日などの詳細は市ウェブサイトをご覧ください

􀨸􀨸対象：どなたでも
（こども、子育て中の方、妊婦さんなど）

􀨸􀨸開催日：月に１～２回
􀨸􀨸場所：上郷公民館
􀨸􀨸カンパ金：３００円～（高校生以上）
※申し込み方法などは「おあがりて」のホームページを
　ご覧ください。

閉園した保育園の施設を活用し、学校の長期休暇などにあわせてこどもを
預かる「感環ＫＵＭＥハウス」を開所しています。自然体験やこども同士の交流
を増やし、学校や家では経験できない学びを意識して活動しています。
学校が長期休みになると仕事を休んだり、こどもにお昼を作ったりする手間
が増えて苦労している方も多いと聞きます。ここを利用することで親が少しでも
楽になれたらと思います。
開所から２年たち、感環ＫＵＭＥハウスを楽しみにし

てくれている子も増えてきました。「久しぶり」「また来
るね」など、こどもにとって家や学校ではない第３の

居場所になれてきたと思うと嬉しくなります。
地域ボランティアの皆さんが昼食のおにぎりを作ってくれます。こどもたちからも大好
評で、「今日はどんな中身かな」と毎回楽しみにしています。季節の野菜を入れたおかず
などもすごく助かっています。お互い楽しみながら続けていければと思います。

おおむね月２回のペースで「親子応援食堂おあがりて」を開催しています。
仕事と育児・家事を両立するために削られてしまうこどもとの時間を、誰かの
力を借りることで少しでも持てれば、子育てを頑張れるのではないか。ご飯を
作らなくていい、片付けもしなくていい、ご飯をこどもと食べて帰ったら寝るよう
な日が一日でもあれば、親子の笑顔が増えるのではないか、そんな思いで始
めました。
利用者は多い時で１５０人。多くは未就学のこども

と親御さんです。スタッフは地域のボランティアの皆さ
ん。子育て中の方からおじいちゃん世代の方まで幅

広い年代の方に協力いただいています。食材はＪＡ女性部や青年部の皆さんから提供
いただいています。非常に助かっています。
こどもだけでなく親の居場所にもしていきたいです。ほかの親がどのようにこどもと関わって
いるか間近で見ることで、こどもの発達や関わり方に悩む親の手助けになったり、同じ悩みを持つ親同士で情報
交換したりする場所にしていきたいです。

感環自然村

保護者の感想

こどもたちに第３の居場所をつくりたい 親子応援食堂 「おあがりて」親子にもっと笑顔を

●乳幼児のママの働き方が、長時間化・フルタイム化しているなか、仕事が終わっ
て保育所や児童クラブからこどもを連れて帰宅しても、夕食を用意する時間が
ないので、このような取り組みはとてもありがたい。
●私とこどもがマンツーマンで食事する毎日だと、なかなか交流の機会がない。この
ような場所で、親にもこどもにも友達ができて、子育てを学び合えるのは嬉しい。
●子育てに自信が持てなくて、精神的に苦しかった時期があったが、おあがりてを
知り、スタッフや参加された親子と話すようになって救われた。

保護者の感想

●長期休暇の間、留守番を１人でさせるのが心配だったが、利用できる居場所が
できて安心して仕事に行けた。
こどもも楽しく夏休みを過ごせた様子だったので助かった。
●こどももいろんな活動にチャレンジさせてもらったので自信がついたと思う。
楽しかったようで本当に助かりました。

感環ＫＵＭＥハウスの概要
親子応援食堂「おあがりて」の概要

池田章子 さん坂井公淳 さん
きみあつ

かんかん
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市公式SNSでも市内の出来事やイベントなどを配信しています。
ぜひご覧ください。

Instagram

QRを
スキャン

１０月２５日、お気に入りの仮装で川路公民館内を
一周し、各所にいる人からお菓子をもらうハロウィン
イベントが開催されました。地元小中学生もスタッフ
で参加し、イベントを盛り上げました。

１０月４日にグランドオープンしたばかりの道の駅
「遠山郷」で１１月２日に開催され、地元団体によるス
テージ発表や出店などを、ツーリングや旅行で訪れ
た地区内外の多くの方が楽しみました。

飯田市立病院が９月に導入した手術支援ロボット
「hinotori（ヒノトリ）」の一般向け操作体験会を行い
ました。参加者は「遠くへ行かないとできなかった手
術が飯田でできたら嬉しい」と話していました。

菱田春草生誕地公園と天満天神社で１０月１８日に
開催されました。浜井場小の新米販売や飯田東中
のりんごジャム販売、飯田OIDE長姫高校のテック
レンジャーショーなどで盛り上がりました。

医療技術への理解を深める
hinotori 操作体験会

夏祭りに代わる新イベント
橋北秋祭り

地域全体で盛り上げる
川路ハロウィン

祝 道の駅グランドオープン
輪っしょい遠山

１０月１９日、２５団体が参加し、飯田下伊那地域特
有の屋台獅子をはじめ、各地区に伝わる獅子舞や太
鼓などを披露しました。訪れた人は、獅子の表情や
動きの違いを楽しみました。

飯田市と静岡県浜松市との「国境」を決める綱引
き合戦が１０月２６日に行われ、激闘の末、信州軍は遠
州軍に敗れました。通算成績は信州軍の１９勝１６敗。
静岡県側に３m領地を広げています。

南信州獅子舞フェスティバル
勇壮な舞の共演

峠の国盗り綱引き合戦
今年は無念の敗戦

１１月３日に開催され、訪れた約４2,000人がさま
ざまなキャラクターのコスプレ、痛車、国内外の名
車、ドイツ在住ヨーデル歌手の石井健雄さんの歌声
などを楽しみました。

１１月１日・２日にエス・バードで開催し、企業、団体、
行政など約６０団体が環境に関わる取り組みを発信
しました。エネルギーの地産地消に向けたグリーン
水素の可能性についての講演もありました。

飯田丘のまちフェスティバル
サブカル大集合

ゼロカーボンの推進
南信州環境メッセ

飯沼諏訪神社奉納音楽獅子舞の演舞

会場を盛り上げたコスプレイヤーの皆さん エネルギーをテーマにゼロカーボンの未来を語る

シュミレーターを用いた操作体験の様子

よさこいの演舞
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市公式SNSでも市内の出来事やイベントなどを配信しています。
ぜひご覧ください。

Instagram

QRを
スキャン

１０月２５日、お気に入りの仮装で川路公民館内を
一周し、各所にいる人からお菓子をもらうハロウィン
イベントが開催されました。地元小中学生もスタッフ
で参加し、イベントを盛り上げました。

１０月４日にグランドオープンしたばかりの道の駅
「遠山郷」で１１月２日に開催され、地元団体によるス
テージ発表や出店などを、ツーリングや旅行で訪れ
た地区内外の多くの方が楽しみました。

飯田市立病院が９月に導入した手術支援ロボット
「hinotori（ヒノトリ）」の一般向け操作体験会を行い
ました。参加者は「遠くへ行かないとできなかった手
術が飯田でできたら嬉しい」と話していました。

菱田春草生誕地公園と天満天神社で１０月１８日に
開催されました。浜井場小の新米販売や飯田東中
のりんごジャム販売、飯田OIDE長姫高校のテック
レンジャーショーなどで盛り上がりました。

医療技術への理解を深める
hinotori 操作体験会

夏祭りに代わる新イベント
橋北秋祭り

地域全体で盛り上げる
川路ハロウィン

祝 道の駅グランドオープン
輪っしょい遠山

１０月１９日、２５団体が参加し、飯田下伊那地域特
有の屋台獅子をはじめ、各地区に伝わる獅子舞や太
鼓などを披露しました。訪れた人は、獅子の表情や
動きの違いを楽しみました。

飯田市と静岡県浜松市との「国境」を決める綱引
き合戦が１０月２６日に行われ、激闘の末、信州軍は遠
州軍に敗れました。通算成績は信州軍の１９勝１６敗。
静岡県側に３m領地を広げています。

南信州獅子舞フェスティバル
勇壮な舞の共演

峠の国盗り綱引き合戦
今年は無念の敗戦

１１月３日に開催され、訪れた約４2,000人がさま
ざまなキャラクターのコスプレ、痛車、国内外の名
車、ドイツ在住ヨーデル歌手の石井健雄さんの歌声
などを楽しみました。

１１月１日・２日にエス・バードで開催し、企業、団体、
行政など約６０団体が環境に関わる取り組みを発信
しました。エネルギーの地産地消に向けたグリーン
水素の可能性についての講演もありました。

飯田丘のまちフェスティバル
サブカル大集合

ゼロカーボンの推進
南信州環境メッセ

飯沼諏訪神社奉納音楽獅子舞の演舞

会場を盛り上げたコスプレイヤーの皆さん エネルギーをテーマにゼロカーボンの未来を語る

シュミレーターを用いた操作体験の様子

よさこいの演舞
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中学３年生の息子の最後の文化祭。保
護者として音楽会を観に行きました。息子
のクラスの合唱は、男女ともよく声が出て
いて、その様子を見ていたら少しウルウ
ル。そして、それに続く３学年全体の合唱。
「正解」というタイトルのその歌は、歌詞が
素晴らしく、まるで卒業式のようで、つい
に涙腺が崩壊してしまいました。
「あぁ答えがある問いばかりを教わってきた
よ／だけど明日からは／僕だけの正解をい
ざ探しに行くんだ／また逢う日まで／次の
空欄にあてはまる言葉を書き入れなさい／
ここでの最後の問い／制限時間はあなた
のこれからの人生／解答用紙はあなたのこ
れからの人生／答え合わせのときに私はも
ういない／だから採点基準はあなたのこれ
からの人生／『よーい はじめ』」

ふと見ると、写真係をしていた先生も、
眼鏡を外して目をゴシゴシしていて、それ
を見てまた…。
この曲はＲＡＤＷＩＭＰＳというグループ
の野田洋次郎さんが２０１８年にＮＨＫの
「１８祭（フェス）」という番組の中で、１,０００人
の高校生とともに作り上げた曲とのこと。
今や卒業式の定番ソングの１つとなってい
るそうです。
あと４カ月で卒業式を迎える中３生高３
生の皆さん、卒業式の前に解答用紙を
「用意された正解」で埋めなければならな
い試練はありますが、その先の、自分の問
いや願いをもとに自分の好きや得意を見
つける旅に向かって、「よーい はじめ」。

正 解Vol.55

全身麻酔と口腔内管理

全身麻酔下での手術では、口から気管に気管
チューブを挿入します。口腔内には１ｇの歯垢に１億と
いう非常に多くの細菌がおり、気管チューブを挿入す
るのに伴い、口腔内の細菌を肺に押し込めてしまうこ
とで肺炎や気管支炎といった危険が生じます。また、
動揺している歯（グラグラしている歯）がチューブな
どに当たり、歯を飲み込んでしまったり、歯が気管内に
入ってしまう可能性があります。
近年の研究では手術前からの歯科による口腔管理

が、術後の肺炎発症予防に繋がることが示されてい
ます。さらに、口腔内や頭頸部領域、食道のがんなど
の手術後は、それらの手術部位の感染症を発症する
危険があります。
これらの危険を予防するために、手術などの治療を
受ける患者さんを対象に、歯科医師や歯科衛生士

が、入院前から退院後まで一貫して口腔内の状態の
管理を行う場合があります。これは、全身の治療を安
全かつ効果的に進めるため、また術後の合併症を予
防し、患者さんの回復を促すために非常に重要とさ
れています。
当院では手術が決まった後に、歯科口腔外科への
紹介後に口腔内の診察、むし歯や歯周病などの歯科
治療、歯みがき指導や歯石除去、義歯清掃、口腔粘
膜炎の予防・治療などが行われます。これらのケア
は、病院内の歯科だけでなく、かかりつけの一般歯科
医院でも受けることが可能ですので、がん等の全身
疾患の有無に関わらず、健康な時から、かかりつけ歯
科に定期的に通い、良好な口腔衛生状態、および歯
周組織の維持をおこなっていただきたいです。

麻酔科
岩 澤 健 医師

●RADWIMPS 「正解 （１８FESver.）」 より歌詞引用
作詞 野田洋次郎　作曲 野田洋次郎


